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実際の使用画面（参考）



各ソフトの概要説明

JTDX本体
左の画面：受信画面

緑色の帯は過去にQSO済の局のCQ
それ以外の色は各自で設定。

濃いピンク:全バンドで初めてのコールサインの局のCQ
薄いピンク（VK100AF）は14MHzでは初めてのコーールサイ

ン

右の画面：左に見えた局をダブルクリックすると、その局が

右側に表示され、AutoTXがON（緑色）ならQSOが開始され
ます。

JTAlertのメイン画面でSettingsから設定をします

右の画面のQSOが自動で進むとQSO終了を示すRR73又は73を
自局が送ると、この画面がJTDXからPOPします。
OKを押すと、JTDXのLOGの内容がJTLinker経由でHamlogに自動で記載されます。
JTDXに設定していれは、同時にe-QSLにLOGがアップロードされます。
JTDXは方針から全自動ではありません。
必ずこの画面のOKを自身が押す必要があります。

LOGの記録の流れ
QSOのRR73,73の送出⇒この画面ががPOP⇒OK押す
⇒データがJTLinkerに飛び自動的にそのままHamlogに記載される。

JTLinker

受信位置のマーカー緑

（左クリックで設定）

送信位置のマーカー赤

（右クリックで設定）

基本的に送信周波数は

受信とは別の位置にする

（スプリット運用）

Hamlog

JTAlertの表示画面で過去にQSO済か、LoTW、e-QSLに対応かが
瞬時に判別できます。

例 全面緑色 JH8ISO 過去にQSOしてない局のCQ
中にB4 VK7AC 過去にQSO済の局のCQ

VK7AC 枠の左上の黒🔸はLoTW加入者
VK7AC 枠の左中の黒●はe-QSL加入者



データの流れ

Hamlog

JTLinker

交信終了後にPOPUPして
OKをクリックすると

ログデータがJTLinkerに飛びます

JTLinkerにログデータが飛んだあと
一瞬にしてHAMLOGにデータが飛びます

JTLinkerにJTDXからログデータが飛んだあと
もうことつPOPUPが開きJTAlert経由で
設定している場合はe-QSLとCLUBLOG

に自動でデータは飛びます



押すと継続した送信状態になります

受信のON OFF
バンドを切り替える前にOFFにします

FILTERでJAを設定するとONで見えますが
OFF 白にするとJAが見えなくなります

ON（緑）で1QSOで終わります
OFF（白）でQSO終了後CQを出します

ONでQSO済にも応答します
OFFではQSO済は無視をします

●LoTW ユーザー
○LoTWユーザー & ヒントデータを使用

★ヒントデータを使用



変わった使い方　DXクラスターへのアップロード方法（まずはQSOしたいDXをクリックしDXCALLに載せる）

①スポットにチェックを入れる

②DX Callをクリックする
③スポットしましたと表示

クラスターに載りました


